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小児がん治療中の子どもの食生活に対する看護介入のための基礎的研究
Ⅰ．はじめに
A病院の小児科では、化学療法を受ける小児がんの子ど
もが入院している。2013 年に入院中の子どもの保護者を対
象に、不安に関する調査 1）を実施した結果、食生活への支
援を求める意見が多く認められた。平澤らは抗がん剤治療を
受ける子どもにとって、治療を完遂し、治療効果を高めるた
めにも食事による栄養摂取は大切である 2）と述べている。
食事は生理学的、栄養学的に重要な意義があり、子どもの成
長・発達や健康維持、QOL（生活の質）に大きな影響を与
える。小児がん治療中の食生活に関するこれまでの研究は、
永田らの質的記述的研究の他は、病院食の栄養や味付けに関
するもの 3）～ 9）が大半であり、看護介入を伴った研究は皆無
に近い。また、子どもの食生活を多面的観点から検討した研
究もほとんどない。本研究では、A病院の小児科に入院中、
および外来通院中の小児がん治療経験のある子どもの保護者
を対象に、化学療法中の子どもの食生活に対する保護者の意
識について詳細に調査することで、より有効な看護介入確立
のための基礎資料を得ることが出来ると考えた。
Ⅱ．目的
化学療法を受ける小児がん患者の療養生活と食事に対する
保護者の意識を明らかにすることにより、食生活に対する看
護介入を検討するための基礎資料を得る。
Ⅲ．方法
1．研究デザイン：自記式無記名方式による質問紙調査研究
2．調査対象：A病院小児科に入院中、および外来通院中
（退院後 5年以内）の小児がん治療経験のある子どもの保護
者 80 人
3．調査期間：平成 29 年 2 月 7 日～平成 29 年 5 月 31 日
4．調査内容：永田 11）の文献を参考に質問紙を作成し、1）
対象の属性（保護者、子ども）、2）保護者の子どもの病気や
療養生活についての思いや心配、3）子どもの入院中の食事
について調査した。
5．調査場所：A病院　小児科外来、小児科病棟
6．データの収集方法
研究開始前に、対象者個別に病室もしくは外来受診時に、
研究の趣旨および実施方法について、研究責任者が説明文書
を示して説明を行った。保護者及び子どもの属性、病院の食
事、子どもの入院生活についてのアンケート用紙および返信
用封筒を手渡し、郵送（投函）により回収した。なお、アン
ケートの返送をもって同意を得る旨、および、無記名にて回
答していただくことを説明した。
7．データの分析方法
統計処理：統計ソフト “SPSS for Windows Ver.22” を使用し
て実施。
解析方法：頻度集計等の基礎的集計を実施。
Ⅳ．倫理的配慮
本研究は、所属施設の倫理委員会の承認を得た
（ERB-E-346）。研究対象者の心情に十分配慮し、精神的サ
ポート等を行い、適切に対応する。回答に要する時間を事前
に示し、対象者の事情や都合を十分に確認し、研究への参加
は自由であり、不参加に伴う不利益は一切生じないことを十
分に説明する。
Ⅴ．結果
1．対象（保護者）の属性
1）保護者について
保護者から回収されたアンケートは 57 部（回収率 71.3%）
で、有効回答は 57 部（有効回答率 100％）であった。内訳
は、母親が 53 人（93.0%）、父親が 2 人（3.5％）、その他 2
人（3.5％）であった。母親の平均年齢は 40.9（SD ＝ 7.0）
歳で、範囲は 25 歳から 59 歳であった。家族形態は核家族が
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48 世帯（84.2%）で、内訳は両親と子ども世帯が 46 家族
（80.7%）、片親と子ども世帯が 2家族（3.5%）であった。同
居人数は 4 人が 57 世帯中 30 世帯（52.6%）で半数を占め、
次いで、3人・5人が何れも 10 世帯（17.5％）であった。
2）小児がんの子どもについて（図 1）（図 2）
本調査時における子どもの年齢は 57 人のうち、幼児（1
歳以上～ 6歳未満）が 17 人（29.8%）、学童（6歳以上～ 12
歳未満）が 15 人（26.3%）、中学生が 9人（15.8%）、高校生
以上が 15 人（26.3%）で乳児は 0であった。診断時の年齢は
57 人のうち、乳児が 5 人（8.8%）、幼児が 23 人（40.4%）、
学童が 14 人（24.6%）、中学生が 8人（14.0%）、高校生以上
が 6人（10.5%）であった。診断されてから現在までの療養
経過年をみると、57 人中、1 年未満が 12 人（21.4％）、1 年
から 3 年未満が 22 人（39.3％）、3 年から 5 年未満が 14 人
（25.0％）、5 年から 10 年未満が 6 人（10.7％）、10 年以上が
2人（3.6％）であった。
3）入院経験に関しては、初めての入院が 42 人（73.7%）、2
回目が 4人（7.0％）、3回以上が 11 人（19.3％）であった。
2．子どもの療養生活に対する保護者の思い（図 3-1）（図
3-2）（図 3-3）
【療養中（入院生活中）、子どもにやりたいことを自由にや
らせたいか】については、「かなりそう思う」と回答した保
護者は 28 人（49.1％）、「ややそう思う」が 27 人（47.4％）
で、96.5% の保護者が子どもにやりたいことを自由にやらせ
たいと回答した。【辛い治療も何とか乗り越えさせたいか】
については、「かなりそう思う」と回答した保護者は 42 人
（73.7％）、「ややそう思う」が 13 人（22.8％）で、96.5% の
保護者が辛い治療も何とか乗り越えさせたいと回答した。
【どんなにしんどい時でも家で家族と過ごさせたいか】につ
いては、「かなりそう思う」、「ややそう思う」と回答した保
護者は 22 人（38.6%）で、「あまりそう思わない」、「全くそ
う思わない」と回答した保護者は 18 人（31.6%）であった
3．子どもの病気や入院生活に関しての保護者の心配の程度
（図 4）
【子どもの病気や入院生活に関して保護者が「とても心配」、
「少し心配」に思っている事柄】は、多い順に、「病気の予
後」56 人（98.2％）、「病状」54 人（94.8％）、「子どもの将来」
54 人（94.7 ％）、「 治 療 」51 人（89.4 ％）、「 感 染 」48 人
図 3-3　しんどい治療のときも家族と過ごさせたい　n=57
図 1　子どもの現在の年齢　n=57
図 2　診断から現在までの療養経過年　n=57
図 3-1　子どものやりたいことを自由にやらせたい　n=57
図 3-2　つらい治療も何とか乗り越えさせたい　n=57
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（84.2％）、「家族・自分の健康」47 人（82.4％）、「子どもの
食事」44 人（77.2％）、「経済面」42 人（73.7％）、「事故」42
人（73.6％）、「発達の遅れ」40 人（70.2％）であった。次に、
「学習の遅れ」38 人（66.7％）、「家族の生活」38 人（66.6％）、
「家族のふれあいの減少」35 人（61.4％）、「親の仕事」34 人
（59.7％）と回答した。「子どもが病名を知る」は 29 人
（50.9％）であった。
4．入院中の当院の食事についての保護者の満足度（図 5）
【入院中の当院の食事について保護者からみてどの程度満
足しているか】については、「かなり満足」、「やや満足」の
割合が高かったのは、「全般的に食事（配膳）の時間」47 人
（82.5％）、「全般的に食事の安全性」44 人（77.2％）、「全般
的に食事の栄養価」26 人（45.6％）、「かなり不満」、「やや不
満」の割合が高かったのは、「子どもの好きなメニュー」36
人（63.2％）、「治療中の食事メニュー」29 人（50.9％）、「全
般的に食事のメニュー」28 人（49.1％）であった。
5．偏食の有無
入院中の子どもには偏食があるか聞いたところ、57 人中
35 人（61.4%）が「かなりある」「ややある」と回答した。
6．食物アレルギーの有無
入院中の子どもには食物アレルギーがあるか聞いたとこ
ろ、57 人中 46 人（80.7%）が「ほとんどない」「あまりない」
と回答した。
7．治療の副作用でつらそうな時とそうでない時の子どもの
食事について（図 6）（図 7）
【治療の副作用があるときとないときで、病院食はどのく
らい食べられたか】については、治療の副作用があるとき、
食事摂取が半分以下の子どもは 57 人中 8 人（14.0%）、半分
以上摂取できているのは 3人（5.3%）であった。副作用がな
い時は 25 人（43.9%）が半分以上摂取できていた。【病院食
以外の持ち込み食をどれくらいの頻度で食べられたか】につ
図 4　病気や入院生活に関する心配の程度　n=57
図 5　入院中の食事についての保護者の満足度　n=57
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いては、57 人中、治療の副作用があるときは 50 人（87.6%）、
治療の副作用がないときは 48 人（84.3%）で、何れも週 1回
からほぼ毎日持ち込み食を摂取しており、持ち込む頻度は治
療の副作用によらず高かった。【1日の病院食を10とすると、
1日の持ち込み食の分量はどの程度でしたか】については、
治療の副作用があるときは、10 割持ち込んでいたのが 6人
（10.5％）であったが、治療の副作用がないときは 1人（1.8%）
と減少していた。【主にどのような食品を持ち込んでいたか】
については、治療の副作用があるときは、「菓子類」が 43 人
（75.4％）と最も多く、次に「飲料」38 人（66.7％）、「イン
スタント食品」36 人（63.2％）であった。治療の副作用のな
いときは「インスタント食品」が 41 人（71.9％）で最も多
く、次に「菓子類」と「飲料」38 人（66.7％）、レトルト食
品 32 人（56.1％）であった。治療の副作用がないときに、
インスタント食品がよく持込みされていた。【治療の副作用
があるときに気分転換できた活動はなにか】については、最
も多かったのは「家族の面会」が 32 人（56.1%）で、次にプ
レイルームでの遊び 29 人（50.9%）、子ども同士の遊び、会
話が 26 人（45.6%）、保育士の関わりが 25 人（43.9%）で
あった。
8．入院中、特に治療中の子どもの食事や食生活に関する保
護者の思い（図 8）
保護者の思いが最も強かったのは、「行事食やデザートを
食べさせたい」が 56 人（98.2％）で、次いで「副作用や状
態に合わせて食品を選択したい」が 53 人（93.0％）、「子ど
もの好きな食品を食べさせたい」が 52 人（91.3％）であっ
た。続いて「症状や栄養や季節を考えて調理したい」が 49
図 8　入院中の子どもの食事や食生活への思い　n=57
図 6　化学療法の副作用と病院食摂取量の状況　n=57 図 7　化学療法の副作用と持ち込み食品の状況　n=57
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人（86.0％）、「子ども向けのメニューを増やしてほしい」が
48 人（84.2％）、「のどごしや消化の良い食品を食べさせた
い」が 46 人（80.7％）、「家族で食事がとりたい」が 44 人
（77.2%）であった。次いで「同室の子どもと食べると安心感
や楽しさがある」36 人（63.1％）、「副作用出現時の食事の対
処を経験者から聞きたい」35 人（61.5％）、「活動制限と運動
不足で食生活もメリハリがない」35 人（61.4％）、「禁止の食
材の内容や程度がわかりにくい」33 人（57.9％）であった。
一方、保護者の要望がそれほど強くなかったのは、「医療者
から食生活のアドバイスや情報提供がない」が 20 人（35.1%）、
「外泊中の食事は制限しないでほしい」が 19 人（33.4％）、
「バイキング形式の食事をとりいれてほしい」が 17 人
（29.8%）、「個々の副作用とそれに対する説明が不足する」が
15 人（26.3%）、「塩辛く味の濃い食品を食べさせたい」が 15
人（26.3%）、「ジャンクフードやデリバリーを食べさせたい」
が 11 人（19.3％）であった。
Ⅵ．考察
1．対象者の属性について
小児がんの治療や検査による身体的・精神的苦痛は大き
く、長期にわたる入院生活を余儀なくされる。こうした状況
の中、小児がんの子どもの多くは母親が 24 時間体制で付き
添いをしている。本院小児科も同様に、母親が付き添うケー
スがほとんどであり、対象の保護者のうち回答者の 9割以上
が母親であった。母親の属性は、年齢の平均が 40.9 ± 7.0 歳
で成人中期にあることがわかった。家族形態は、核家族が
84.2％を占めていた。平成 27 年国民生活基礎調査では児童
がいる世帯のうち核家族は 80.9％と示されており、本研究対
象の方が核家族の占める割合が高いことがわかった。核家族
の増加の要因のひとつに近代社会の産業化があり、本研究の
対象者は主に都市部に在住しているため、核家族率が高値で
あったと考えられる。
子どもの属性として、本調査時の 7. 子どもの年齢は発達
段階の偏りはほとんどなかった。診断後の治療期間は対象者
の約 5割は 1年以上の療養生活を送っていると考えられた。
2．化学療法中の小児がんの子どもの食事について
化学療法を受ける小児がんの子どもの食事摂取量が低下す
る原因として、悪心、嘔吐、下痢、倦怠感、味覚・嗅覚障害
等の身体的要因、不安や恐怖、寂しさ等の心理的要因、病室
の環境、食事内容や盛り付け等の社会的要因がある 4）。本研
究対象者も同様に化学療法による副作用が顕著にみられ、副
作用があるときの病院食の摂取状況は、約 3割が「全く食べ
ない」、約 4割が「少量」と約 7割以上が食事をほとんど取
れていなかった。一方、副作用がないときの摂取状況は、
「半分以上」「ほぼ全部」を合わせて約 6割と比較的取れてお
り、「全く食べない」「少量」は約 2割であった。化学療法中
の小児がんの子どもの食事について、副作用でつらそうな時
とそうでない時の持ち込み食について比較したところ、持ち
込み食を摂取する頻度はほぼ同じであるが、副作用があると
きの方が菓子類の持ち込みが多いことがわかった。これは、
平澤 10）が家族は「とにかく何でもいいから食べてほしい」
「ずっと食べないでいると治療に耐えられないのではないか」
と心配していると報告しているように、本対象の保護者も同
様の思いがあったと考えられる。副作用があるときより、副
作用がないときの方が病院食の摂取量が増えているにも関わ
らず、持ち込み食の頻度がほぼ同じであるのは、病院食に対
する保護者の、特に治療中の食事のメニューへの不満が高
かったことが関連していると考える。当院小児科では、食の
安全確保のため、化学療法中は加熱食を原則とし、持ち込み
は長期常温保存可能な食品のみとしている。そのため、長期
常温保存が可能な食品として、インスタント食品の持ち込み
が多いと考えられる。また、インスタント食品を好む近年の
食生活習慣と、治療により濃い味のものを好む味覚の変化も
要因の一つと考える。
3．小児がんの子どもをもつ保護者の思い
1）子どもの療養生活に対する思い
保護者の心配事は、子どもの病気や予後、治療、子どもの
将来に関してが約 9割と顕著に高かった。食事に対する心配
事も約 8 割と高かった。わが国の子どもの死因をみると、
「がん」は病気による死因として第 1位であり、小児がん治
療の進歩・発展に伴い、小児がんの治癒率や生存率が向上し
ている近年にあっても、保護者にとっては、「がんの治癒は
難しい」「がん＝死」という認識が高いことが考えられる。
辛い治療も何とか乗り越えさせたいと思う保護者が 96.5％と
ほとんどの保護者が回答したのは、「子どもの生」への強い
気持ちが反映していると考えられる。同様に、子どものやり
たいことを自由にさせてやりたいという保護者の希望も高
かった。このように、子どもに関する強い気持ちの保護者で
あるからこそ、入院環境や医療者への希望も強く、食事に対
する希望も強くあらわれたと考えられる。
2）子どもの食事や食生活に対する保護者の思い
当院の食事の安全性や栄養価に関して、保護者の満足度は
高いが、食事のメニュー全般に関しての満足度は低く、保護
者の 5～ 6割が「やや不満」「かなり不満」と回答していた。
ケースにより栄養士が個別に栄養指導など対応しているが、
保護者から子ども向けのメニューを増やしてほしい、好きな
食品を食べさせたいという要望が日常よく聞かれ、舟木
ら 12）の研究でも同様に報告されている。子どもに対して、
辛い治療を何とか乗り越えさせたい、子どもの望むことを叶
えさせたいという強い思いから、親（保護者）として直接、
手立てを講じることのできる食事への強い願望があらわれた
ものと考えられる。しかし、治療上、食事制限の必要性を理
解できるがゆえに、実現できないことへの保護者の葛藤があ
ると考えられる。保護者の食事に対する要望のうち、「かな
りそう思う」の回答が約 6割と最も高かったのは、「副作用
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や状態に合わせて食品を選択したい」であった。化学療法の
副作用に伴い、食事摂取量が半分以下の子どもが全体の約 9
割を占めたことと関連があると考える。次に高かった「行事
食やデザートを食べさせたい」「好きな食品を食べさせたい」
「子ども向けのメニューを増やしてほしい」は何れも約 5割
の回答がみられ、これは、長期に及ぶ入院生活の中で、季節
感や変化のある生活を大いに求めているためと推測される。
次に、「かなりそう思う」の回答が高かったのは「家族で食
事がとりたい」が約 4割で、家族と食事をすることにより、
子どもの気持ちが癒やされ、食事が楽しい時間となることへ
の期待が伺える。子どもにとっての家族の存在の重要性や、
制限ある入院生活の中でも食事を通して、家族団欒のひとと
きを過ごせることは、子どもと家族のこれからの療養生活の
大きな支えになるものと考える。入院中の食生活に対する保
護者のニーズとして、メニューだけでなく、食事をとおして
季節感を感じることや、家族と一緒に食事をするというよう
な、食事環境への要望も大きかった。また、本調査では、小
児がん治療中の子どもをもつ保護者は、子どもに辛い治療を
何とか乗り越えさせたい、子どもの望むことを叶えさせたい
という強い思いがあることがわかり、その思いが親として直
接、手立てを講じることのできる食事への強い願望に繋がっ
ていると考えられた。長く辛い闘病生活を送る子どもと家族
の生活の質向上を目指して、今回の調査で得られた示唆を、
日々の看護介入に役立てていきたい。
Ⅶ．結論
小児がん治療中の子どもをもつ保護者を対象に、子どもの
食生活に関してアンケート調査を行った結果、化学療法を受
ける小児がん患者の療養生活と食事に対する保護者の意識が
明らかになった。
1．子どもに辛い治療も何とか乗り越えさせたいと、「子ども
の生」へ気持ちが強かった。
2.．子どもの病気や治療に対する心配はもとより、食事に対
する心配も強かった。
3．食事をとおして季節感ある・刺激ある生活や家族団欒の
時間を求めていた。
4．子どもの副作用の状態に関わらず、持ち込み食の頻度は
高く、「副作用や状態に合わせた食品の選択」について要望
が高かった。
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